
編集後記
　毎年のことですが，インフルエンザの流行シーズ
ンとなりました．高齢者の死亡例や小児のインフル
エンザ脳症も報告されています．私の勤務地である
千葉県では今年第 2 週（1 月 7 日〜 13 日）で定点あ
たりの報告数は 41.33 となり，警報基準値（定点あ
たり 30）を超えました（全国レベルでは 38.54）．昨
年の千葉県の状況をみますと，1 月 24 日に「インフ
ルエンザ警報」が発令され，第 11 週（3 月 12 日〜
18 日）に終息基準値（10）を下回っています．今年
も 2 月半ばを過ぎる頃には落ち着いてくると思いま
すが，しばらくはインフルエンザ治療に振り回され
そうです．
　今月の特集は「クリニックで診る小児膠原病・炎
症性疾患」です．小児膠原病は頻度は高くない疾患
ですが，多い主訴の一つに発熱があるため，繰り返
す発熱の診察において見落としてはならない大切な
鑑別疾患に膠原病が含まれます．クリニックにおい
ても膠原病や自己炎症性疾患の初期診療に携わる機
会は決してまれではなく，関節破壊が進行する若年
性特発性関節炎への早期からの治療介入，またマク
ロファージ活性化症候群のような致死的な合併症，
あるいは劇症型の若年性皮膚筋炎など，専門の医療
機関に速やかに紹介しなくてはならない重症なケー
スに適切に対応することが求められます．本特集に
は，クリニックにおける小児膠原病・炎症性疾患に

対する初期診療の要点がよくまとめられております
ので，ご活用ください．
　綜説欄の 2 つの論文ですが，1 編は，水痘ワクチ
ンが定期接種化されたことによる水痘患者の疫学変
化と臨床像についてであり，ワクチン接種率の向上
による効果と水痘患者の減少に伴ったナチュラル
ブースター効果の減弱など今後の課題についてわか
りやすく述べられています．もう 1 編は，脳性麻痺
への再生医療の実用化に向けた最新の取り組みにつ
いて概説されており，将来の医療への期待が高まる
論文です．是非ご一読ください．
　診療欄で取り上げられている「子どもへの体罰・
暴言」の問題は，社会的に注目されている重要な課
題です．小児科医に大変ストレスフルなテーマです
が，親を孤立させない多職種，多機関の連携による
サポートの必要性を，著者は指摘しています．
　1 月号から新連載の「小児科臨床教育の実際」は，
専門研修のあり方が議論されているなかで，卒前教
育から小児科臨床研修までを考える意欲的な企画で
す．目で見る小児科欄，症例欄には，貴重な経験が
まとめられています．
　本号が出版される頃には，インフルエンザの流行
が下火になっていることを心から願っています．

（河野　陽一）
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